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第２回単組青年部長・女性部長会議

イ
ト
会
場
を
牛
久
市
の
県
南

会
館
に
設
定
し
、
計
　
単
組

11

　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

37

働
き
方
の
ル
ー
ル
を
学
ぶ

労
基
法
と
時
間
外
勤
務
上
限
規
制

　
セ
ミ
ナ
ー
は
千
歳
委
員
長

の
開
校
あ
い
さ
つ
で
始
ま

り
、
講
師
に
労
働
大
学
出
版

セ
ン
タ
ー
講
師
で
あ
り
独
立

行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
）

の
松
上
隆
明
さ
ん
を
招
き
、

労
働
基
準
法
と
時
間
外
勤
務

の
上
限
規
制
に
関
連
し
た
２

つ
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

県
本
部
か
ら
は
「
時
間
外
縮

減
と
人
員
確
保
」
の
取
り
組

み
を
生
井
澤
書
記
長
が
提

起
。
そ
の
後
は
３
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
各
職
場
の
労
働

実
態
に
つ
い
て
討
論
し
、
参

加
者
同
士
で
情
報
交
換
と
課

題
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
第
１
講
座
の
テ
ー
マ
は

「
労
働
基
準
法
・
労
働
組
合

法
の
基
本
的
考
え
方
」
。
松

上
さ
ん
は
、
労
働
基
準
法
と

労
働
組
合
法
で
は
労
働
者
と

使
用
者
は
「
対
等
」
の
立
場

で
あ
り
、
労
働
条
件
は
対
等

の
立
場
に
お
い
て
決
定
す
べ

き
も
の
で
あ
る
と
解
説
し
ま

し
た
。

　
月
　
時
間
・
年
間
３
６
０

45

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
県
本
部
は
７
月
　
日
、
単

16

組
の
組
織
強
化
に
む
け
て
第

２
回
ユ
ニ
オ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会

場
を
水
戸
市
の
自
治
労
会

館
、
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
サ
テ
ラ

県
地
公
労
が
総
会
開
く

賃
金
確
定
闘
争
の
対
策
強
化

　
茨
城
県
地
方
公
務
員
労
働

組
合
共
闘
会
議（
地
公
労
）は

７
月
　
日
、
茨
城
教
育
会
館

14

で
２
０
２
２
年
度
定
期
総
会

を
開
き
、
１
年
間
の
活
動
方

針
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
須
之
内
議
長（
県
職
連
合
）

が
「
今
年
は
、　
月
に
県
議

12

選
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
確
定
闘
争
が
１
ヶ
月

前
倒
し
て
　
月
中
の
決
着
が

10

想
定
さ
れ
る
。
短
期
間
の
闘

争
と
な
る
が
、
今
季
好
調
と

な
っ
た
民
間
春
闘
の
勢
い
を

味
方
に
賃
金
改
善
へ
む
け
取

り
組
も
う
。
２
０
２
３
年
度

か
ら
始
ま
る
定
年
引
き
上
げ

制
度
で
は
、
組
合
員
全
世
代

に
と
っ
て
よ
り
良
い
制
度
設

計
・
運
用
と
な
る
よ
う
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
労
働
組
合
活
動

の
在
り
方
も
検
討
し
な
が
ら

団
結
し
て
活
動
を
す
す
め
て

い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、
昨
年
８
月
の

人
事
院
勧
告
、　
月
の
県
人

10

事
委
員
会
勧
告
、
そ
し
て
臨

時
国
会
の
開
会
遅
れ
に
よ
る

政
府
の
一
時
金
の
減
額
調
整

先
送
り
の
た
め
の
交
渉
が
中

断
し
、　
月
　
日
妥
結
と

11

26

な
っ
た
２
０
２
１
賃
金
確
定

交
渉
の
経
過
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
賃
金
以
外
の

取
り
組
み
と
し
て
今
年
９
月

の
条
例
改
正
に
む
け
た
定
年

引
上
げ
制
度
の
取
り
組
み
、

人
事
評
価
の
給
与
反
映
を
現

在
の
年
１
回
か
ら
２
回
に
見

教育会館で開かれた地公労定期総会

直
し
た
い
と
す
る
内
容
の
協

議
経
過
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
決
算
報
告
、
２

０
２
２
年
度
活
動
方
針
が
拍

手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
も
、
賃
金
改
善

に
む
け
県
人
事
委
員
会
と
対

県
交
渉
へ
の
対
策
強
化
と
合

わ
せ
、
段
階
的
定
年
引
き
上

げ
を
含
む
労
働
条
件
改
善
に

む
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す

る
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
茨
教
組

の
中
山
委
員
長
を
議
長
と
す

る
役
員
体
制
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

2022年度地公労役員体制
議　　長 中山　幸男
 茨教組
　
副　議　長 須之内浩二
 県職連合
　
副　議　長 千歳　益彦
 自治労
　
副　議　長 蓮田　　斉
 高教組
　
事務局長 藤枝　芳実
 県職連合
　
事務局次長 園原　一恵 
 県職連合

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

公
務
員
連
絡
会

人
勧
期
要
求
め
ぐ
り
交
渉

　
６
月
　
日
に
提
出
し
た
２

20

０
２
２
年
人
勧
期
要
求
に
関

わ
り
、
公
務
員
連
絡
会
幹
事

ク
ラ
ス
は
７
月
　
日
に
人
事

13

院
と
の
交
渉
を
実
施
し
ま
し

た
。
　
人
事
院
か
ら
は
、
本
年
の

月
例
給
与
・
一
時
金
に
つ
い

て
は
今
年
４
月
か
ら
６
月
に

実
施
し
た
民
間
給
与
実
態
調

査
結
果
に
基
づ
き
、
精
確
な

比
較
を
行
い
適
切
に
対
処
し

て
い
く
。
超
過
勤
務
の
縮
減
 

・
上
限
規
制
な
ど
労
働
時
間

の
短
縮
に
む
け
て
各
府
庁
へ

引
き
続
き
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
く
な
ど
現
時
点
で

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
公
務
員
連
絡

会
は
、
本
年
春
季
生
活
闘
争

は
近
年
に
な
い
水
準
を
達
成

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、

消
費
者
物
価
指
数
は
２
か
月

連
続
の
前
年
比
２
％
を
超
え

る
上
昇
と
な
っ
て
お
り
、
国

民
の
生
活
は
強
く
圧
迫
を
受

け
て
い
る
状
況
。
国
家
公
務

員
の
給
与
が
仮
に
現
状
維
持

だ
と
す
れ
ば
実
質
的
な
引
き

下
げ
と
な
り
、
地
方
公
務

員
、
民
間
労
働
者
に
マ
イ
ナ

ス
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
一

時
金
を
含
め
引
き
上
げ
勧
告

行
う
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
８
月
の
人
事
院
勧
告
へ
む

け
て
今
後
は
　
日
に
人
事
院

26

給
与
局
長
、
職
員
福
祉
局
長

と
の
交
渉
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

人事院への要求書提出（6月20日）

第 ２ 回
ユニオンセミナー

時
間
を
超
え
る
時
間
外
は
違

法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
時

間
労
働
の
是
正
の
た
め
に
全

て
の
職
場
で
　
協
定
の
締
結

36

ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
協
定

の
締
結
が
必
要
で
あ
り
、
未

締
結
の
職
場
で
は
早
急
に
締

結
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
第
２
講
座
の
テ
ー
マ
は

「
時
間
外
上
限
規
制
と
職

場
」
。
年
休
の
取
得
に
つ
い

て
、
欧
州
は
ほ
ぼ
完
全
取
得

さ
れ
る
こ
と
に
比
べ
る
と
日

本
の
取
得
率
は
圧
倒
的
に
低

い
こ
と
を
指
摘
。
ま
た
、
働

き
方
改
革
に
よ
る
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
は
緩
い
こ
と

か
ら
、
労
働
組
合
に
よ
る
不

払
い
残
業
の
撲
滅
や
時
間
外

や
休
日
労
働
の
賃
金
割
増
率

の
引
き
上
げ
な
ど
の
改
善
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
と
、
使

用
者
に
労
働
時
間
管
理
を
徹

底
さ
せ
る
よ
う
組
合
が
点
検

し
、
長
時
間
労
働
の
削
減
へ

つ
な
げ
る
よ
う
訴
え
ま
し

た
。
　
県
本
部
か
ら
は
、
時
間
外

縮
減
と
人
員
確
保
要
求
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
提
起
し
、

長
時
間
労
働
の
是
正
は
労
働

安
全
衛
生
上
の
観
点
か
ら
も

人
員
確
保
の
要
求
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
訴

え
ま
し
た
。

全
て
の
職
場
で
　
協
36

定
の
締
結
を

時
間
外
労
働
管
理
の

徹
底
を
出
発
点
に

講師の松上隆明さん

水戸の自治労会館で講演を聞く参加者

牛久のサテライト会場
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2022生活・労働
実態調査結果⑦

安
心
し
て
休
め
る
環
境
整
備
へ

積
極
的
に
年
休
を
取
得
し
よ
う

ン
」
を
提
起
し
、
年
休
取
得

の
向
上
に
む
け
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　「
必
要
な
時
に
年
次
休

暇
を
取
得
で
き
ま
す
か
」
の

質
問
で
は
取
得
「
で
き
る
」

春
闘
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
県
本
部
が
実
施
し
た
「
２
０

２
２
生
活
・
労
働
実
態
調
査
」
は
、
　
単
組
６
３
７
９
人

31

か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た（
回
収
率
　
％
）。
春
闘
は
年
間

52

の
取
り
組
み
の
出
発
点
で
す
。
単
組
で
は
集
計
結
果
か
ら

組
合
員
の
生
活
や
職
場
の
現
状
を
つ
か
み
、
組
合
の
要
求

書
づ
く
り
に
む
け
討
論
す
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

賃
金
・
労
働
条
件
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
に
む
け
職

場
の
仲
間
と
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　  １年間の年次休暇の取得日数は何日
　　ですか。
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が
　
・
８
％
、
「
で
き
な

74
い
」
　
・
７
％
と
な
っ
て
い

23

ま
す
。

Ｑ
　
次
に
、
必
要
な
時
に
年

次
休
暇
を
取
得
で
き
な
い
と

回
答
し
た
方
へ
「
取
得
で
き

な
い
主
な
理
由
」
に
つ
い
て

開
き
ま
し
た
。

　「
仕
事
が
忙
し
い
」
「
人

員
不
足
」
を
理
由
に
休
暇
が

取
れ
て
い
な
い
と
多
く
の
人

が
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
職
場
に
見
合
っ
た
人
員

配
置
、
人
員
に
見
合
っ
た
業

務
量
が
適
正
に
配
分
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
原
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
春
闘
の
要
求
改
善
で
一
番

多
か
っ
た
「
職
場
の
人
員

増
」
を
求
め
る
声
か
ら
も
明

ら
か
な
よ
う
に
、
人
員
不
足

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
職
場

ご
と
の
年
休
取
得
状
況
、
業

務
量
、
時
間
外
勤
務
の
実
態

を
点
検
し
、
適
正
な
人
員
を

求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
　「
１
年
間
の
年
次
休
暇

の
取
得
日
数
は
何
日
で
す

か
」
の
質
問
で
は
、「
０
～

５
日
」　
・
２
％
、「
６
～
　

18

10

日
」　
・
３
％
、「
　
～
　

31

11

15

日
」　
・
５
％
、「
　
～
　

24

16

20

日
」　
・
４
％
と
い
う
結
果

19
で
し
た
。

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労
働

者
が
自
由
に
取
得
で
き
る
権

利
で
す
。
２
０
１
９
年
に
改

正
さ
れ
た
労
働
基
準
法
で

は
、
年
５
日
の
確
実
な
取
得

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
で
は
毎
年
秋

に
「
年
休
取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー

水
戸
市
下
水
道
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長
　
関
　
　
佳
丘

副
執
行
委
員
長
　
岡
野
　
潤
司

書
　
記
　
長
　
佐
藤
　
誉
幸

書
　記
　次
　長
　
堀
口
　
直
紀

執
　行
　委
　員
　
渡
辺
　
達
夫

執
　行
　委
　員
　
嵯
峨
　
朋
弥

笠
間
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
遠
藤
　
　
仁

副
執
行
委
員
長
　
青
木
　
一
志

副
執
行
委
員
長
　
永
井
ゆ
う
子

書
　
記
　
長
　
鈴
木
　
英
幸

書
　記
　次
　長
　
吉
成
　
　
宏

書
　記
　次
　長
　
大
田
　
壮
之

財
　政
　局
　長
　
石
塚
　
貴
則

執
　行
　委
　員
　
片
岡
　
昌
之

執
　行
　委
　員
　
川
又
　
仁
実

単単
組組新

役

　
新
役
員員

執
　行
　委
　員
　
小
林
　
　
葵

執
　行
　委
　員
　
竹
澤
　
　
隼

執
　行
　委
　員
　
伊
藤
　
実
怜

執
　行
　委
　員
　
直
井
　
功
憲

執
　行
　委
　員
　
石
川
　
　
達

執
　行
　委
　員
　
橋
本
　
瑞
季

執
　行
　委
　員
　
津
布
久
　
聖

執
　行
　委
　員
　
大
貫
　
　
徹

執
　行
　委
　員
　
追
田
　
元
美

執
　行
　委
　員
　
五
島
安
紗
美

執
　行
　委
　員
　
門
田
　
育
子

執
　行
　委
　員
　
中
口
　
敬
太

執
　行
　委
　員
　
中
田
　
健
久

執
　行
　委
　員
　
掛
札
　
　
潤

執
　行
　委
　員
　
飯
村
　
　
哲

執
　行
　委
　員
　
中
崎
　
良
仁

執
　行
　委
　員
　
花
麻
　
志
寿

執
　行
　委
　員
　
柴
田
咲
知
子

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

だ
。
た
だ
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
公
的
保
険
か
ら
原
則
　42

万
円
の
出
産
育
児
一
時
金
が

支
払
わ
れ
る
。
だ
が
、
出
産

費
用
が
高
騰
す
る
中
で
は

ま
っ
た
く
足
り
な
い
。
先
の

民
間
団
体
調
査
で
は
、
一
時

金
で
費
用
が
賄
え
た
の
は
、

わ
ず
か
７
％
だ
っ
た
。

Ｑ
　
出
産
一
時
金
を
増
額
し

た
い
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
何
度
か
引
き

上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
現
行

の
金
額
は
　
年
前
に
引
き
上

13

げ
ら
れ
た
ま
ま
だ
。
厚
労
省

が
実
情
を
調
査
し
て
い
て
、

今
後
増
額
が
検
討
さ
れ
る
と

い
わ
れ
る
。
実
際
の
高
額
費

用
に
よ
り
近
づ
け
る
た
め
、

「
産
み
た
く
て
も
、
こ
の
金

額
で
は
産
め
な
い
！
」
と

い
っ
た
声
を
み
ん
な
で
届
け

て
い
き
た
い
ね
。

関
は
　
時
間
体
制
で
臨
む
必

24

要
が
あ
り
コ
ス
ト
が
か
か
る

そ
う
だ
。
少
子
化
で
分
娩
数

が
少
な
く
な
り
、
医
療
機
関

の
経
営
を
苦
し
め
て
い
る
こ

と
も
背
景
。
都
市
部
も
地
方

も
分
娩
に
対
応
で
き
る
産
婦

人
科
は
減
少
し
て
い
る
た

め
、
利
用
者
が
費
用
の
安
い

医
療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
な
い
の
が
現
実
だ
。

Ｑ
　
公
的
保
険
は
使
え
な

い
？

Ａ
　
帝
王
切
開
な
ど
に
よ
る

出
産
に
は
適
用
さ
れ
る
が
、

通
常
分
娩
は
全
額
自
己
負
担

が
っ
た
。
　
年
度
は
約
　
・

12

41

７
万
円
だ
っ
た
か
ら
、
７
年

間
で
約
４
・
３
万
円
増
え
た
。

Ｑ
　
そ
ん
な
に
高
い
の
。

Ａ
　
都
市
部
で
は
も
っ
と
高

額
で
、
東
京
都
は
公
的
病
院

で
も
平
均
　
・
７
万
円
、
私

53

立
病
院
は
さ
ら
に
高
い
。
民

間
団
体
が
４
月
に
発
表
し
た

調
査
（
１
２
２
８
件
）
で
は

　
万
円
以
上
か
か
っ
た
人
が

61半
数
で
、
４
人
に
１
人
が
　71

万
円
以
上
と
答
え
た
。

Ｑ
　
な
ぜ
高
額
に
？

Ａ
　
出
産
は
い
つ
始
ま
る
か

わ
か
ら
な
い
の
で
、
医
療
機

ど
出
産
費
用
は
年
々
増
加

し
、
２
０
１
９
年
度
に
は
全

国
平
均
で
約
　
万
円
（
室
料

46

差
額
な
ど
を
除
く
）
ま
で
上

Ｑ
　
出
産
に
か
か
る
費
用
が

高
額
に
な
っ
て
い
る
と
か
。

Ａ
　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
入
院
分
娩
費
用
な

平
均
46
万
円
、足
り
な
い
一
時
金

？？Q&AQ&A
焦点焦点

Ｑ　  必要な時に年次休暇を取得できますか。

無回答 1.6%

できる

74.8%

できない

23.7%　　

Ｑ　  必要な時に年次休暇を取得できない主な理由。

0 10 20 30 40

38.238.238.2

38.138.138.1

7.47.47.4

2.52.52.5

0.30.30.3

3.13.13.1

10.310.310.3

仕事が忙しい（業務量が多い）

人員不足

職場の雰囲気

上司の態度

育休・病気等長期休暇行使のため

その他

無回答

（%）


